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JWSTの登場で、初期宇宙の研究は目覚ましい発展を遂げている。中でも最大の発見の１つは、予想を超える
数の銀河に、低光度のブラックホール活動を示す幅の広い輝線が見つかったことである。それらは塵による強い
減光を受け、X線・赤外線・電波の放射が弱く、変光しないなど、既知の高光度クエーサーとは一線を画す性質
を持っており、両者の関係は不明である。本講演では、２つのブラックホール種族のミッシングリンクとなる、
z > 6の高光度銀河中で塵に埋もれたクエーサーの発見を報告する。これらの銀河はすばる望遠鏡の超広視野探
査で見つけられ、明るく幅の狭い Lyα輝線から、活動銀河核の存在が長らく疑われてきた。しかし地上の観測で
は、確たる証拠は得られなかった。我々は今回、JWST搭載のNIRSpecを用いて、そのうち 13個の銀河の観測
をおこない、赤外線波長の高精度スペクトルを得た。その結果、水素と中性ヘリウムが放つ幅の広い輝線、すなわ
ちブラックホール活動の確たる証拠を得ることに成功した。それらは塵による減光を受け、別のChandra衛星に
よる観測からX線光度が著しく低いことも判明している。一方で減光前の紫外線光度は通常のクエーサーに匹敵
するほど明るいことから、これまで JWSTが発見した低光度ブラックホールと、既知の高光度クエーサーの中間
に位置する性質を持つ。これら高光度銀河に潜むクエーサーは、同光度の既知クエーサーと少なくとも同じ程度
の数密度を持ち、宇宙再電離期でこれまで見逃されてきた重要なブラックホール種族の１つであると考えられる。


